
中
川
雅
治

環

境

大

臣

質
の
高
い
新
た
な
成
長
で

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
三
十
年

の
新
し
い
年
を
迎
え
、
環
境

行
政
に
対
す
る
国
民
の
皆
様

の
益
々
の
御
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
決
意
を
新
た
に

し
、
こ
こ
に
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

今
日
の
環
境
問
題
は
、
気

候
変
動
、
廃
棄
物
問
題
、
さ

ら
に
は
原
子
力
災
害
に
よ
る

汚
染
な
ど
、
人
類
の
あ
ら
ゆ

る
社
会
経
済
活
動
か
ら
生
じ

う
る
、
多
様
で
複
雑
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で

我
が
国
の
経
済
・
社
会
が
抱

え
る
課
題
も
、
経
済
成
長
の

み
な
ら
ず
地
域
活
性
化
、
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
国
土

強
靱
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難
な

課
題
に
対
応
し
社
会
構
造
を

変
革
す
る
た
め
に
は
、
環
境

政
策
も
変
化
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
環

境
上
の
課
題
と
経
済
・
社
会

に
お
け
る
諸
課
題
と
を
同
時

に
解
決
し
て
い
く
よ
う
な
環

境
政
策
の
デ
ザ
イ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
将
来

に
わ
た
り
、
質
の
高
い
生
活

を
も
た
ら
す
「
新
た
な
成

長
」
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
し
て
い
く
、
こ

う
し
た
決
意
を
軸
に
、
環
境

省
で
は
本
年
、
環
境
基
本
計

画
や
循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
計
画
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
各
分
野
で
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
国
内
外
で
の
気
候

変
動
対
策
を
強
力
に
推
進
し

ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
ド
イ

ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２３
（
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
二
十
三
回
締
約
国
会

議
）
で
は
、
パ
リ
協
定
の
実

施
指
針
の
策
定
に
向
け
一
定

の
進
捗
が
得
ら
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
の

非
政
府
主
体
を
巻
き
込
ん
だ

積
極
的
な
取
組
が
数
多
く
示

さ
れ
、
世
界
の
潮
流
を
強
く

実
感
し
ま
し
た
。
企
業
版
２

℃
目
標
（
Ｓ
Ｂ
Ｔ
）
や
事
業

を
全
て
再
エ
ネ
で
賄
う
「
Ｒ

Ｅ
１
０
０
」
な
ど
の
意
欲
的

な
目
標
を
掲
げ
る
企
業
の
増

加
や
、
自
治
体
や
市
民
が
出

資
す
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
日
本
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設
立

な
ど
、
我
が
国
に
お
い
て
も

脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
が

加
速
化
し
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
対
策
を
契
機
と
し
て
経

済
成
長
や
地
方
創
生
等
と
の

好
循
環
を
生
み
出
す
よ
う
な

施
策
を
展
開
し
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

二
〇
三
〇
年
度
に
二
六
％
削

減
す
る
目
標
の
達
成
に
向

け
、
抜
本
的
な
再
エ
ネ
導

入
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
推

進
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
充
実
・

強
化
、
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
や
フ

ロ
ン
対
策
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、
我
が
国
の
削
減
目
標

に
深
刻
な
支
障
を
来
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
石
炭
火
力
発

電
か
ら
の
排
出
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇
五

〇
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
八
〇
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
精
力
的
な

検
討
に
加
え
、
長
期
低
排
出

発
展
戦
略
の
策
定
に
向
け
た

政
府
全
体
と
し
て
の
検
討
に

取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
・
創
生
に
誠
心
誠

意
取
り
組
み
ま
す
。
発
災
か

ら
今
年
の
三
月
で
八
年
目
を

迎
え
る
被
災
地
の
状
況
を
し

っ
か
り
と
捉
え
、
被
災
地
の

皆
様
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、
帰
還
困
難
区
域
を

除
く
全
て
の
地
域
で
お
お
む

ね
除
染
が
完
了
し
、
中
間
貯

蔵
施
設
で
は
、
地
権
者
の
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
用
地
取

得
が
進
む
と
と
も
に
除
去
土

壌
の
貯
蔵
を
開
始
し
ま
し

た
。
本
年
も
引
き
続
き
、
用

地
取
得
、
施
設
の
整
備
、
除

去
土
壌
等
の
継
続
的
な
搬
入

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
方
々
の

放
射
線
に
係
る
健
康
管
理
や

健
康
不
安
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
福
島
県
の
県
民
健
康

調
査
へ
の
支
援
な
ど
を
適
切

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
帰

還
困
難
区
域
に
つ
い
て
は
、

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復

興
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
除

染
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
と
を

一
体
的
に
進
め
ま
す
。

第
三
に
、
我
が
国
の
魅
力

あ
る
自
然
の
保
全
・
活
用
や

い
き
も
の
と
の
共
生
に
向
け

た
取
組
の
推
進
で
す
。
「
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
、
国
立
公
園

を
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
の
人

数
を
二
〇
二
〇
年
に
は
一
千

万
人
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
の
恵

み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受

で
き
る
よ
う
、
自
然
資
源
の

保
全
及
び
利
用
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
森
里
川

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
自
然
再

生
の
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

第
四
に
、
毎
日
の
生
活
に

も
密
接
に
関
連
す
る
３
Ｒ
・

資
源
循
環
で
す
。
ま
ず
、
二

〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
た
使
用
済
小
型
家
電
か
ら

の
リ
サ
イ
ク
ル
メ
ダ
ル
の
製

作
や
廃
棄
物
処
理
や
浄
化
槽

な
ど
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
海

外
展
開
等
、
国
内
外
で
の
徹

底
し
た
資
源
循
環
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
暮
ら
し
を

将
来
に
わ
た
り
支
え
る
た

め
、
更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ

あ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
支
援
を
適
切
に
行
う

と
と
も
に
、
浄
化
槽
の
普
及

を
進
め
ま
す
。
今
後
想
定
さ

れ
得
る
大
規
模
災
害
も
あ
ら

か
じ
め
念
頭
に
お
い
て
、
災

害
廃
棄
物
の
適
正
か
つ
円
滑

な
処
理
体
制
の
確
保
及
び
処

理
施
設
の
強
靱
化
対
策
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
と
と
も

に
、安
心
・
安
全
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
継
続
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
様
々
に
存

在
す
る
環
境
リ
ス
ク
の
低
減

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
た

め
、
化
学
物
質
の
環
境
リ
ス

ク
管
理
を
進
め
て
い
く
ほ

か
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
期
限

内
処
理
、
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
関
す
る
的

確
な
情
報
提
供
や
排
出
抑
制

対
策
、
水
俣
条
約
の
実
施
に

向
け
た
取
組
、
子
ど
も
の
健

康
と
環
境
に
関
す
る
全
国
調

査（
エ
コ
チ
ル
調
査
）、
海
洋

ご
み
対
策
、土
壌
汚
染
対
策
、

水
環
境
の
保
全
、
水
俣
病
を

始
め
と
す
る
公
害
健
康
被
害

対
策
や
石
綿
健
康
被
害
者
の

救
済
な
ど
に
つ
い
て
も
着
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
か
ら
十
七
年
前
、
環
境

省
の
総
合
環
境
政
策
局
長
に

着
任
し
、
そ
の
後
環
境
事
務

次
官
を
務
め
て
以
来
、
私
は

環
境
政
策
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
環
境
は
も
ち
ろ

ん
、
原
子
力
規
制
、
原
子
力

防
災
に
も
共
通
す
る
「
人
と

環
境
を
守
る
」
と
い
う
根
源

的
な
使
命
の
下
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

撮 影

株式会社アカギ
会長
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